






























































































処遇と新秩序の形成のため、賜姓 叙位・叙品、任官、経済措置、扶養体制などに関する新施策が確立した時期である。内親王に関しても、嵯峨朝にお て始めて源氏賜姓される者が現れるなど、存在形態に重大な変化をもたら いる。これら平安前期の皇親研究は、皇親勢力として政事の一端を担う存在としての研究と、皇位継承者と 王権を担う存在としての研究とがあ が、いずれも考察対象は親王と賜姓源氏に限られ おり、内親王に関する研究はほとんどない。　
そこで本論では平安前期を考察範囲とし（中期に関しては別稿を用意する） 、内親王が
















































































































































































































































これは明らかに天皇家側の意図によって成立した入 であり、無視 きない一例であるが、しかし皇権 不安定時に
突発的に起こった例外であったことは確かであろう。　













































正統性に対する反発や 早良親王・井上内親王等の怨霊騒動に悩まされることになる。従って専制政治を行うには、新たな天智系皇統を確立し、皇権と正統性 威儀付ける必要があった。そこで桓武天皇は、族内婚による血縁の強化と、桓武系（ ）皇族の再生産を目論んだ である。　
例えば、延暦二十年（八〇一）十一月九日、桓武天皇は自身の皇女である大宅・高津・高志内親王に同時に加笄の儀





































































一、薨時年廿一、 」 （ 『日本紀略』大同四年五
月七日条）とあって、高志内親王が嵯峨天皇の同母妹であり、桓武天皇鍾愛の皇女であったことが知られる。淳和天皇即位の後には皇后を追贈された（ 『日本紀略』弘仁十四年六月六日条） 。　
高志内親王所生の恒世 （後 親王）は、弘仁十四年（八二三）淳和天皇踐祚に際し皇太子に立てられるが、これを




















レ之、 」という人柄で、 「太上天皇（嵯峨） 、太皇太后
（嘉智子） 、甚鍾
二│ 愛之



















































































































































一、 」 （ 『同』承和八年六月十一日条）と
あるように、祖父・淳和上皇（後太上天皇）や祖母の甥 仁明天皇（今帝）に鍾愛され、また仁明天皇（天皇）の子となり、いつも天皇の傍に陪侍していた。要するに、正道王は父系にあたる淳和天皇だけでなく、祖母・高志内親王方親族となる仁明天皇と 間 、鍾愛されるだけの関わりと、養子になるだけの近親意識があったということである。　
これは、恒世親王家が母系家族との繋がりを持っ




































































































（）淳仁天皇は父が天武皇子・舎人親王であるため、自身は天武天皇の二世王であり、それは淳仁天皇の兄弟・姉妹も同様であった。そ ため即位後、親王・内親王ではない自身の兄弟・姉妹・子女に改めて親王・内親王の号を宣下せねばならず、これが先例となって以 親王・内 宣下 定着することとなる。この原則は平安時代に至り、 子女が必ずしも皇族には列さず、源氏賜姓による皇室からの離脱や出家といった例が現れるなど、時代によって意味合い 変化させた。
（
（）文殊正子「 『内親王』号について―『公主』号との比較―」 （ 『古代文化』三八―一〇．一九八六年）
（




（）浅尾広良「桐壼皇統の始ま ―后腹内親王の入内と降嫁―」 『國學院雜誌』一〇九（一〇）二〇〇八年） 「皇女の婚姻からみた『源氏物語』 」 （ 『京都語文』一七．二〇一〇年）他
（




（）但し皆無ではなく、河村政久氏の「昌子内親王の入内と立后をめぐって」 （ 『史叢』一七．一九七三年）や、間接的な研究は若干ながら存在している。しかし内親王は史料上にほ んど現れず、実態を確かめることが難しいため、未だ十分な がなされていない。
（
（）石和田京子「古代皇女の役割とそ 意義―摂関期を中心として―」 （ 『聖心女子大学大学院論集』二五．二〇〇三年）
（
（0）酒人内親王は『本朝皇胤紹運録』にお て桓武天皇と同母であるとされているものの 同母兄妹の結婚は日本でも固く禁じられており、後に桓武天皇 妃となった酒人内親王が桓武天皇と同母である可能性は低い。また一文字昭子氏は光仁天皇即位に際する皇 女の叙位において、酒人内親王が抜きんでて三品を授けられていること、 『日本後紀 逸文に「母贈吉野皇后」と記されていること、 『続日本紀』に桓武天皇の母である高野新笠の子として名前が出ていないことの三つを理由に、酒人内親王の生母 井上内親王とするのが妥当である している。従って本論で 酒人内親王は井上内親王の所生とする。 （一文字昭子「酒人内親王」 （後藤祥子編『 朝文学と斎宮・斎院』所収、二〇〇九年 竹林舎） ）
（



















王の割注に同文があるが、品位などから見ても陽成上皇 妃となった は綏 内親王 方であっ と思われる。そ ため本論でも綏子内親王とした。
（




（（）高田淳「桓武朝後半期の親王任官について」 （ 『國史學』一二一．一九八三年） 、宮永廣美「桓武天皇と外戚―渡来系氏族優遇説の再検討―」 （ 『続日本紀研究』三五二．二〇〇四年）
（











































（（）福井俊彦「承和の変についての一考察」 （ 『日本歴史』二六〇．一九七〇年） 、神谷正昌「承和の変と応天門の変―平安初期の王権形成―」 『史学雑誌』 一一（一一） ．二〇〇二年
（












天皇（親王） 皇女 二世女王 他女王 藤原氏 源氏 他氏族 不明 総数 備考
天武天皇 （ （ （ （
文武天皇 （ （ （
聖武天皇 （ （ （
淳仁天皇 （ （ （
光仁天皇 （ （ （ （ （
桓武天皇 （ （0 （（ （（
平城天皇 （ （ （ （0 皇女 （は譲位後
嵯峨天皇 （ （ （ （（ （（
淳和天皇 （ （ （ （ （ （（
仁明天皇 （ （ （ （ （（
文徳天皇 （ （ （ （（
清和天皇 （ （ （ （ （（
陽成天皇 （ （ （ （ （ 皇女は譲位後
光孝天皇 （ （ （ （ （（
宇多天皇 （ （ （ （ （（
醍醐天皇 （ （ （ （ （ （（
（保明親王） （ （ （
朱雀天皇 （ （ （
村上天皇 （ （ （ （（
冷泉天皇 （ （ （
円融天皇 （ （ （ （




（敦明親王） （ （ （ （
御朱雀天皇 （ （ （ （ 女王は藤原氏養女
後冷泉天皇 （ （ （ （
後三条天皇 （ （ （ （ （ 他氏族・平氏
白河天皇 （ （ （ （ （（ 他氏族・賀茂氏
堀河天皇 （ （ （ （ （


















阿倍橘娘 嬪 阿倍倉橋麿 飛香皇子・新田部皇女














新田部皇女 天智天皇 阿倍橘娘 舎人親王
























藤原某媛 夫人 藤原武智麻呂 竹野女王（？）





施基皇子 紀橡媛 紀諸人 光仁天皇
光仁天皇
















酒人内親王 妃 光仁天皇 井上内親王 朝原内親王 （（
藤原旅子 夫人 藤原百川か 藤原緒姉 淳和天皇 贈妃、贈皇太后






藤原小屎 夫人 藤原鷲取 藤原人数 万多親王
紀乙魚 女御
百済王教法 女御 百済王俊哲
橘常子 女御 橘島田麻呂 大宅内親王 （0
藤原仲子 女御 藤原家依
橘御井子 女御 橘入居 賀楽・菅原内親王
橘田村子 女御 橘入居 池上内親王 後に藤原良縄の妻
藤原正子 女御 藤原清成 藤原種継の姉妹
坂上春子 坂上田村麻呂 葛井親王・春日内親王






























朝原内親王 妃 桓武天皇 酒人内親王 後に妃を辞す （（
大宅内親王 妃 桓武天皇 橘常子 後に妃を辞す

















高津内親王 妃 桓武天皇 坂上全子 業良親王・業子内親王 後に廃妃
多治比高子 妃 多治比氏守 （（
藤原緒夏 夫人 藤原内麻呂





交野女王 宮人 山口王 有智子内親王
文屋文子 文屋久我麻呂 純子・斉子内親王
秋篠京子 更衣 秋篠安人 源清
山田近子 更衣 源啓・源蜜姫
飯高宅刀自 更衣 源常・源明












長岡某女 長岡岡成 源賢 父は桓武皇子





























藤原順子 女御 藤原冬嗣 藤原美都子 文徳天皇 皇太后、太皇太后 （（






















高宗女王 岡屋王 久子内親王 父は高市皇子の孫
百済王永慶 女嬬 高子内親王 慶命の妹
山口某女 源覚 名は周子か恒子か
某女
源効・源冷・源多・源
光
子は同母か否か不明
平安初期における内親王入内の意義について（（
